












［ 本体の保管 ］ 
電源を切り、 電源プラグを抜いた後、 ヒ ー タ ー プレ ー トの温度が十分

に下がったことを確認してから行ってください。

△警告

＆注意

•水のかかりやすい場所に置 かない。
●ヒ ータープレ ートが冷えるまではビニ ール等、溶けやすい物の

近くに置いたり、収納、保管しない。

●電源コー ドを本体に巻きつけて保管しない。
雷源コ ー ドに負担がかかり故陣の恐れがあります。

●施術のとき以外は雷源を切り、 雷源プラグをコンセント
から抜く。
電源を入れ続けた場合、 ヒ ー タ ーや本体ボディの劣化を早め、 故陽や

割れ、 ゆがみ等の原因になります。

●使用後は本製品をワゴンなどに吊り下げて保管しない。
ヒ ー タ ー プレ ー ト部の破損原因となりかみ合わせが悪くなります。

（ お手入れ ］ 
電源を切り、 電源プラグを抜いた後、 ヒ ー タ ー プレ ー トの温度が十分

に下がったことを確認してから行ってください。

●使用毎にヒ ー タ ー プレ ー ト部に付着した薬液をきれいに拭き取る。

＆注意 ●薬液が蓄積すると焦げ付きの原因になります。
またホコリが付着して滑り性能の低下を招きます ので
ご注意ください。

●ぬるま湯か中性洗剤を湿らせた布で拭き取った後、 柔らかい布で

乾拭きする。

企注意 •シンナー、 ベンジン、 アルコール、 磨き粉等で拭かない。
●焦げ付きにより滑り性能が低下した場合は、 ナイロンタワ

シで軽く磨く ようにして汚れを取り除く。
●化学ぞうきん等でこすったり、 長時間接触させた まま放置

しない。
変質することがあります。
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